
8市議会だより　　みなみそうま（Vol.37）

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

平
成
27
年
度
南
相
馬
市
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て

質　

疑　

平
成
25
年
度
に
合
併

浄
化
槽
を
入
れ
た
が
補
助
金
が

尽
き
て
出
な
か
っ
た
と
い
う
事

象
が
あ
り
、
そ
の
後
の
対
応
は

ど
う
な
っ
た
の
か
。

答　

弁　

県
と
も
協
議
を
し
な

が
ら
遡
及
に
つ
い
て
認
め
て
も
ら

う
方
向
で
調
整
を
進
め
て
い
る

が
国
と
し
て
は
遡
及
対
応
が
難

し
い
と
の
判
断
。
本
市
の
状
況

等
を
説
明
し
な
が
ら
遡
及
対
応

で
き
る
よ
う
国
に
求
め
て
い
く
。

質　

疑　

被
災
農
家
経
営
農
業

機
械
・
施
設
等
貸
付
支
援
に
つ

い
て
、
対
象
と
な
る
団
体
の
要

件
や
、
耐
用
年
数
、
終
了
後
の

対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

答　

弁　

津
波
被
災
を
受
け
た

地
区
を
対
象
と
し
て
農
業
生
産

の
再
生
の
た
め
に
農
業
機
械
や

施
設
を
市
が
整
備
し
貸
し
付
け

る
事
業
。
農
業
者
等
が
組
織
す

る
農
業
生
産
法
人
・
任
意
の
農

業
関
係
の
組
合
を
貸
し
付
け
の

対
象
と
し
、
機
械
の
貸
与
期
間

は
７
年
と
し
て
い
る
。
貸
付
期

間
終
了
後
に
つ
い
て
は
、
相
手

先
の
申
し
出
に
よ
り
譲
渡
を
考

え
て
い
る
。

質　

疑　

小
高
区
美
化
事
業
に

つ
い
て
、
昨
年
の
反
省
を
踏
ま

え
、
今
年
度
は
ど
の
よ
う
に
対

応
し
て
い
く
の
か
。

答　

弁　

昨
年
は
長
雨
の
影
響

か
ら
水
は
け
が
悪
く
、
湿
害
に

よ
り
一
面
の
き
れ
い
な
花
畑
に

は
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
数

多
く
の
品
種
を
植
え
た
た
め

に
、
栽
培
時
期
に
ば
ら
つ
き
が

出
た
。

　

昨
年
の
反
省
を
踏
ま
え
、
菜

種
と
コ
ス
モ
ス
に
し
ぼ
り
、
き

れ
い
な
花
畑
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

質　

疑　

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

コ
ー
ス
ト
構
想
の
中
で
言
わ
れ

て
い
る
ロ
ボ
ッ
ト
の
テ
ス
ト

フ
ィ
ー
ル
ド
誘
致
の
今
後
の
見

通
し
は
。

答　

弁　

内
閣
府
は
、
浜
通
り

地
方
を
ロ
ボ
ッ
ト
の
テ
ス
ト
実
証

区
域
に
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
。

テ
ス
ト
実
証
区
域
は
広
く
、
海
・

山
・
陸
上
・
空
域
と
様
々
な
部

分
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

統
合
す
る
セ
ン
タ
ー
施
設
を
下

太
田
地
区
に
誘
致
し
て
い
く
。

質　

疑　

街
な
か
賑
わ
い
創
出

事
業
に
つ
い
て
、
街
な
か
広
場

と
大
町
地
区
に
建
設
さ
れ
る
共

同
店
舗
と
の
関
係
に
つ
い
て
競

合
が
懸
念
さ
れ
る
が
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　

弁　

街
な
か
広
場
に
つ
い

て
は
、
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
主
た
る
設
置
の
目
的
に
対

し
、
大
町
地
区
の
商
業
施
設
は

販
売
を
目
的
に
す
る
事
業
者
に

入
っ
て
い
た
だ
く
と
考
え
て
お

り
、
基
本
的
に
目
的
が
異
な
っ

て
い
る
。

質　

疑　

セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
活

用
Ｐ
Ｒ
事
業
に
つ
い
て
は
、
市

民
の
期
待
が
高
い
。
計
画
ど
お

り
の
実
績
を
期
待
し
て
い
る
が
、

具
体
的
な
事
業
展
開
の
考
え
方

は
。

答　

弁　

セ
デ
ッ
テ
か
し
ま
に

つ
い
て
は
、
４
月
下
旬
の
オ
ー

プ
ン
を
目
指
し
工
事
を
進
め
て

お
り
、
オ
ー
プ
ン
後
は
、
一
年

間
を
ト
ー
タ
ル
し
て
賑
わ
い
を

創
出
す
る
。
施
設
を
Ｐ
Ｒ
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
毎
月
イ
ベ
ン

ト
を
考
え
て
い
る
。
施
設
の
指

定
管
理
者
が
自
主
事
業
と
し
て

年
４
回
の
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
市
と
し
て
は
、

自
主
事
業
を
実
施
し
な
い
月
に

つ
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト
を
行
う

こ
と
を
考
え
て
い
る
。
相
馬
野

馬
追
Ｐ
Ｒ
、
市
民
芸
能
発
表
、

朝
市
夜
市
な
ど
賑
わ
い
を
生
み

出
し
て
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

質　

疑　

北
泉
海
浜
総
合
公
園

維
持
管
理
事
業
に
つ
い
て
、
今

後
の
整
備
予
定
と
管
理
体
制
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　

弁　

キ
ャ
ン
プ
場
及
び
入

浴
施
設
に
つ
い
て
は
復
旧
し
な

い
。
駐
車
場
、
シ
ャ
ワ
ー
、
ト

イ
レ
は
、
震
災
前
と
同
様
に
復

旧
す
る
考
え
で
、
27
年
度
よ
り

着
手
す
る
。
南
側
高
台
の
遊
具

に
つ
い
て
は
、
４
月
よ
り
一
部

供
用
を
開
始
す
る
。
キ
ャ
ン
プ

場
等
が
復
旧
し
な
い
こ
と
か

ら
、
直
営
で
管
理
す
る
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

南
相
馬
市
宅
地
造
成
事
業
特
別

会
計
条
例
制
定
に
つ
い
て

質　

疑　

分
譲
す
る
相
手
は
南

相
馬
市
民
に
限
ら
な
い
よ
う
だ

が
、
市
民
以
外
の
方
が
土
地
を

求
め
住
宅
を
建
て
た
場
合
、
住

民
票
の
異
動
は
絶
対
条
件
な
の

か
。
単
価
の
整
合
性
は
。

答　

弁　

南
相
馬
市
に
定
住
し

て
い
た
だ
く
の
で
、
住
民
基
本

台
帳
上
で
は
住
民
票
を
異
動
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終
的

な
分
譲
価
格
は
鑑
定
評
価
を
入

れ
、
地
域
、
隣
接
の
状
況
を
踏

ま
え
、
近
隣
の
単
価
と
整
合
性

が
と
れ
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

　

審
査
の
結
果
、
原
案
通
り
可
決
。

常
任
委
員
会
審
査

委
員
長　

中
川
庄
一

４月２５日にオープンしたセデッテかしま
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東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

東
日
本
大
震
災
・
原
子
力
災
害

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会

委
員
長　

水
井
清
光

　

去
る
１
月
27
日
、
東
日
本
大
震
災
・
原

子
力
災
害
復
旧
復
興
調
査
特
別
委
員
会
を

開
催
し
、
福
島
県
に
対
し
「
道
路
整
備
に

関
す
る
要
望
書
」、東
京
電
力
に
対
し
「
営

業
損
害
賠
償
の
継
続
を
求
め
る
要
求
書
」

を
そ
れ
ぞ
れ
提
出
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

東
京
電
力
に
は
、
２
月
４
日
郵
送
で
送

付
し
ま
し
た
。
福
島
県
に
は
、
２
月
18
日

県
庁
に
お
い
て
、
特
別
委
員
会
正
副
委
員

長
お
よ
び
正
副
議
長
が
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
当
日
は
、
地
元
選
出
の
太
田
光

秋
県
議
、
髙
野
光
二
県
議
に
も
ご
同
行
い

た
だ
き
、
両
県
議
か
ら
も
強
く
県
当
局
に

働
き
か
け
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

営
業
損
害
賠
償
の
継
続
を

　
　
　
　
　
　
　

求
め
る
要
求
書

１　
「
今
後
の
福
島
県
内
の
商
工
業
に
係

る
損
害
賠
償
に
つ
い
て
（
案
）」
を
即

時
撤
回
す
る
こ
と
。

２　

一
方
的
に
賠
償
終
期
を
設
定
す
る

こ
と
な
く
、
従
来
と
同
様
の
営
業
活

動
を
営
む
こ
と
が
可
能
に
な
る
ま
で
、

営
業
損
害
賠
償
を
継
続
す
る
こ
と
。

　

道
路
整
備
に
関
す
る
要
望
書

１　

県
道
12
号
主
要
地
方
道
原
町
川
俣
線

に
つ
い
て
、
片
側
２
車
線
化
や
拡
幅

改
良
な
ど
、
抜
本
的
改
良
を
含
め
早

期
整
備
を
図
る
こ
と
。

２　

都
市
計
画
道
路
下
高
平
北
長
野
線

（
イ
ン
タ
ー
ア
ク
セ
ス
道
路
）
に
つ
い

て
、
平
成
27
年
３
月
に
常
磐
自
動
車

道
が
全
線
開
通
す
る
こ
と
か
ら
、
早

期
整
備
を
図
る
こ
と
。

３　

除
染
に
よ
り
発
生
す
る
除
去
土
壌
等

の
中
間
貯
蔵
施
設
へ
の
搬
出
に
伴
い
、

輸
送
用
車
両
に
よ
る
渋
滞
が
想
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
国
及
び
関
係
自
治

体
と
十
分
に
協
議
を
行
い
、
周
辺
の

道
路
交
通
事
情
に
配
慮
し
た
対
策
を

講
じ
る
こ
と
。

４　

道
路
整
備
に
当
た
っ
て
は
、
一
つ
の

路
線
が
物

流
経
路
の

み
な
ら
ず

災
害
時
の

避
難
経
路

な
ど
の
多

面
的
な
役

割
を
担
え

る
よ
う
整

備
を
行
う

こ
と
。特

別
委
員
会
報
告

議
案
／
意
見
書

請
願
・
陳
情

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
に
つ
い
て

県への要望活動（２月18日）

平成27年３月定例会での審議結果（賛否が分かれた議案について）
議　員　名

議案等の名称

議
決
結
果

友　和　会 改革クラブ 尚友会 日本共産党
議員団

無
会派

無
会派

無
会派

無
会派

無
会派

山田
雅彦

中川
庄一

鈴木
昌一

田中
一正

今村
裕

細田
廣

平田
武

田中
京子

渡部
一夫

鈴木
貞正

竹野
光雄

小川
尚一

門馬
和夫

但野
謙介

太田
淳一

荒木
千恵子

渡部
寛一

岡﨑
義典

大山
弘一

奥村
健郎

志賀
稔宗

水井
清光

３
月
定
例
会

市
長
提
案

条　

例

南相馬東日本大震災等による被災者に
対する国民健康保険税及び介護保険料
の減免に関する条例の一部を改正する
条例制定について（3月 25日採決）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

予　

算

平成 26 年度南相馬市工場用
地等整備事業特別会計補正予
算について（3月 2日採決）

否 ╳ ╳ ╳ ╳ 欠 ╳ 議 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ╳ ╳ ╳ ○ ╳ ○ ╳ ○

予　

算

平成 27 年度南相馬市一般会
計予算について（3 月 25 日
採決）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○

議
員
提
案

予　

算

平成 27 年度南相馬市一般会
計予算に対する修正案（3月
25日採決）

可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ╳ ╳ 欠 ╳ ╳ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ╳ ○ ╳

　○　議決結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　可：可決　　否：否決　　継：継続審査
　○　採決の結果欄の意味はそれぞれ次のとおり　○：賛成　　╳：反対　　議：議長　　欠：欠席

議案番号 件　　　　名 議決状況

１ 福島県最低賃金の引き上げと早期発
効を求める意見書の提出について 原案可決

４ 南相馬市議会委員会条例の一部を改
正する条例制定について 原案可決

５ 汚染米の原因究明を政府が責任をもって解
明することを求める意見書の提出について 原案可決

委員会・議員提出議案／意見書
受理番号 件　　　名 請願・陳情者氏名 議決状況

請願１
福島県最低賃金の引き上げ
と早期発効を求める意見書
の提出について

南相馬市原町区　日本労働組合総連
合会福島県連合会　原町地区連合

議長　諸橋　誠敏
意見書提出

陳情１
「憲法・小冊子（旧原町市発行）」
を再発行し、南相馬全戸に再配
布するよう求めることについて

南相馬市原町区　はらまち九条の会
代表　平田　慶肇

ほか３名
継続審査

３月定例会に提出された請願・陳情とその結果

○請願・陳情の提出をされる方へ：
　次回の６月定例会においては、６月３日㈬午後４時までに提出してください。


